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1. No.5 床止工の現状 

No.5 床止工は、施工後 20 年余りが経過し、融雪出

水や幾度の降雨出水により変状を来している。 

施工は左岸側に魚道工、右岸側は護床ブロックによ

る段積み落差工が施工されている。 

魚道の一段目の水面落差が0.6～0.7mとなっており、

サケマスの遡上障害となっている。 

R04.2 に暫定的な落差低減措置として、袋詰根固を

敷設した。また No.5 床止から下流も河床が低下傾向

にあり、H28 以降帯工の設置や河道の拡幅を行い、河

床高の復元とともに魚類の遡上障害の改善に取り組

んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1-2 No.5 床止工（R3 年 5 月撮影） 

 

・右岸側護床ブロックの崩壊・流出 

・魚道下流の護床ブロック低下（吸出し） 

・護床ブロックの低下による魚道工入り口の水面落差拡大 

・護床ブロック下流側の河床洗掘 

 

 

写真 1-1 魚道入口落差（R3 年 5 月撮影）
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2. 河道の計画 

河床復元させ、さけますの遡上障害を改善させるため、帯工６基の設置、No.4～No.6 区間の川幅拡幅の計画と施工を同時に進めているところでである。 

帯工天端高は、復元目標である計画河床高としているが、No.4～No.6 帯工高は突出高（h=1.4m 程度）が高くなるため、2 期分割計画としている。 

併せて No.5 床止工下流右岸側 狭窄部の河道拡幅を行い、河幅 20m 程度としている。 

 

No.1 帯工    ：H28 年施工 

No.2,No.3 帯工  ：H29 年施工 

No.4,No.5 帯工  ：H30 年施工（一期工事分完了） 

No.6 帯工        ： R1 年施工（一期工事分完了） 

河道拡幅      ：H30,R1 施工 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-1 帯工・河道拡幅計画図 
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3. 河床高の復元状況 

R3 年には帯工施工後の土砂堆積による河床高の復元状況についてモニタリング調査を行った。（調査縦断図を下記に示す。） 

下記縦断図から、帯工周辺の河床高が目標河床高に近づいていることなど、帯工による土砂捕捉効果が確認できた。次年度以降は No.4～No.6 帯工の二次施工を行う予定である。 

No.5 床止工本体の改修は、河床高の復元状況を踏まえ、検討を行う。このために必要な河床高のモニタリング継続する予定である。 

なお、当面の遡上経路の確保は、暫定的対策にて対応する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 モニタリング調査縦断図（土砂捕捉状況）
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4. 今年度の対応 

今年度は、以下の項目について対応する予定である。 

 

① モニタリング（測量調査）：帯工土砂捕捉状況および河床高復元度合いの把握 

② 産卵床調査：さけますの産卵床分布、遡上状況確認を継続する。 

③ 魚道の補修 （暫定的な魚道対応） 

魚道入口に設置する袋詰玉石について、積みなおし・増設を含めた対応を行う。 

 

④ “ニジマス放流禁止”立て看板の設置 

下流域でニジマスの生息が確認されており、今後の分布拡大が懸念されることから、魚の放流禁止

を呼び掛けることを目的とし、羅臼町役場と共同で看板の設置を行う。 

 

設置箇所案としては、河岸に入りやすい接続路および坂路のある箇所に設置することにより、効果

が期待できると考え、以下の箇所を候補としている。（羅臼町と協議予定） 

 

 オジロ橋上流左岸：ウライへの接続路 

 左岸側役場駐車場：駐車場への坂路 

 熊越橋上流左岸 ：高水敷への坂路 

 熊越橋上流右岸 ：高水敷への坂路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1 立て看板イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-2 立て看板候補箇所 

 

 

 

5. 今後に向けて 

     帯工周辺の河床高のモニタリングを継続しつつ、その動向を踏まえて左岸の利用状況も含め、河床

の安定化に向けた検討を進める。 
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6. 19 号砂防堰堤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1 19 号砂防堰堤説明図 


